
令和７年度第３回宮代町地域公共交通会議

次 第

１．開会

２．あいさつ

３．議事

(1)循環バス利用状況について

(2)タクシー券利用状況について

(3)宮代町公共交通需要調査の報告について

４．その他



 

 

        循環バス運行状況について 
 

 
（単位：人） 

 １月末時点での総利用者数は令和６年度が４５，９１７人、令和７年度が５３，９５０人と約１７％の増加となっている。 

グラフでは４月、８月の伸びが大きいが、令和６年度は機器入れ替え等により未集計の期間があったためと推察される。 
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        循環バス運行状況について 
 

 
（単位：円） 

 料金ベースで比較すると、ほぼ前年と同様の傾向となることがわかる。また１月末時点合計金額では令和６年度が３，３７０，９１０円、令

和７年度が３，２９１，６８２円と約２．４％の微減であるが、前頁「利用者数」の統計の誤差とも考慮すると、前年同数の利用があったことが

うかがえる。 
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タクシー券利用状況について 
 

 

宮代町では令和 3 年度から満 75 歳以上の高齢者等を対象にタクシー乗車料金を

一部助成する「高齢者等タクシー助成制度」を実施し、令和 5 年 4 月から配布枚数や

単価等の見直しを行った。 

 

 

●現在の利用状況 

 令和６年度 

（4 月～１月） 

令和７年度 

（4 月～１月） 

申請者数 
3，160 人 

（令和 7 年１月時点） 

3,631 人 

（令和 8 年１月時点） 

買い物 
1,660 件 

（498,000 円） 
5.8％ 

2,225 件 

（667,500 円） 
7.1％ 

通院 
10,752 件 

（3,225,600 円） 
37.2％ 

10,565 件 

（3,169,500 円） 
33.6％ 

その他 
16,464 件 

（4,939,200 円） 
57.0％ 

18,617 件 

（5,585,100 円） 
59.3％ 

合計 
28,876 件 

（8,662,800 円） 

 31,407 件 

（9,422,100 円） 

 

 

 令和６年度と７年度を比較すると、申請者は１．１５倍となり、利用枚数、金額はともに

１．０９倍となった。また利用目的については、概ね同様の傾向となった。 



イツモスマイルデジタルソリューションズ株式会社
２０２６年３月１１日

令和7年度宮代町交通需要調査業務報告書
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宮代町交通需要調査業務概要

業務内容一覧

町内循環バスのデータを分析交通動向調査

住⺠に対するアンケート調査
無作為抽出2000名の住⺠に対して、1017名の回答（紙、WEB）住⺠意識調査

公共施設、病院や商業施設など
町内５拠点の利用者に聞き取り調査
10月23日〜11月7日実施、792件聞き取り（町内外含む）

主要施設利用者調査

地域交通に関するワークショップの開催、ヒアリング
第⼀回：地区連絡会議、第⼆回：地区⻑参加による地域ワークショップ

宮代町で交通事業を行う４社、５部門に対して、交通事業者の現状
や課題感などをヒアリング交通事業者ヒアリング

２



調査結果：住⺠意識調査

詳細項目

宮代町内に住む満18歳以上の男女調査対象

2,000人調査件数

郵送にて配布、総ページ数8P、問26項目で構成
紙面回答にて返送、
もしくは、WEBフォームにて入力

調査様式

9月配布
10月末日返送〆切

実施期間

1017件（回答率50.85%）返答数

実際に使用したアンケートの⼀部

３



調査結果：主要施設利用者調査

詳細項目

対象施設の利用者調査対象

792人調査件数

ブースにてスタッフが声掛け、1〜3分程度のヒアリ
ング調査、調査員がフォームに入力し記録

調査様式

宮代町役場 10月23日・24日
総合運動公園 ぐるる宮代 10月29日・30日
ピアシティ宮代 10月31日・11月1日
東武動物公園駅 11月3日・4日
公設宮代福祉医療センター六花 11月6日・11月7
日

実施場所・期間

792人回答数
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調査結果：地域ワークショップ

詳細項目

地区連絡会役員、会員調査対象

第1回 4回
第2回 2回

調査件数

第1回 地区連絡会に参加、会議議題として開催
第2回 ワークショップ形式で開催

調査様式

第1回 9/5（古利根地区）、9/6（駅⻄⼝地区）、
9/6（須賀地区）、9/7（姫宮地区）
第2回 11/29午前・午後2回開催

実施期間

第1回 9/5 10名、9/6 13名、9/6 27名、9/7
24名
第2回 11/29午前 27名・午後 20名

参加者数

第1回 宮代町の交通について、地域公共交通にお
ける現状、宮代町の公共交通の現状、意見交換
第2回 宮代町交通に関する現状共有、調査内容
中間報告、他地域事例紹介、意見交換

内容
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調査結果：交通動向調査（バス）

詳細項目

町内循環バス分析対象

令和6年バス停毎の乗降車人数⼀覧データ（宮代町提供）根拠データ

停留所ごとの月間乗降車人数データ性質

詳細項目

56,586人年間乗車人数

3月 5,686人月間最大利用月

4月 1,865人（運行日数が少ない） ※次点 8月 3,957人月間最小利用月

4,715人月平均乗車

利用実績サマリー 令和6年度（2024年4月〜2025年3月）
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調査結果：交通動向調査（バス）

年間乗降数バス停名順位

20,541東武動物公園駅⻄⼝１

10,753ぐるる宮代２

8,803道仏３

年間乗降数バス停名順位

101姫宮１

189中島２

200国納保育園３

利用上位バス停 利用下位バス停

７



調査結果：交通動向調査（バス）

差乗車降車バス停名順
位

1,2888762,164宮代台1丁目１

6911,1131,804日本工業大学入⼝２

581202783公設宮代医療福祉セ
ンター六花

３

乗降差分データ上位
ぐるる宮代→⻄原(往路) ⻄原→ぐるる宮代(復路)
(式：降車-乗車)

乗降差分データ上位
⻄原→ぐるる宮代(往路) ぐるる宮代→⻄原(復路)
(式：降車-乗車)

差乗車降車バス停名順
位

1,263361,294和⼾駅１

7107271,437宮代町役場２

587311898公設宮代医療福祉セ
ンター六花

３

差乗車降車バス停名順
位

9514東１

22123姫宮北団地北公園２

101藤曽根３

乗降差分データ下位
ぐるる宮代→⻄原(往路) ⻄原→ぐるる宮代(復路)
(式：降車-乗車)

乗降差分データ上位
⻄原→ぐるる宮代(往路) ぐるる宮代→⻄原(復路)
(式：降車-乗車)

差乗車降車バス停名順
位

104959和⼾2丁目１

89981,006川端公⺠館２

101沖の山３
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調査結果：交通動向調査（バス）

バス乗降データに見る課題整理

①利用集中と偏在
・東武動物公園駅⻄⼝が年間20,541と突出した利用数（全体の18％）
・上位5停留所で利用の50％超を占める集中構造
・姫宮地区の停留所（年間乗車数4名）との格差が顕著

②低利用停留所の課題
・利用0~200人未満の停留所が10か所以上（全体の25%）

③季節変動・時間変動
・月平均利用数（4,716）から月により、上下1,000名程度の変動あり
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調査結果：住⺠意識調査

項目問
性別1
年代2
お住まいの地域3
世帯構成4
運転免許所有有無5
よく利用する乗り物6
目的別外出頻度7
目的別行先8
目的別移動手段9
目的別移動時間・時間帯10
外出時の困り事11
循環バス利用頻度12
循環バス利用する曜日傾向13
循環バス利用目的14

項目問
循環バス利用行先15

循環バス満足度、要望16

循環バスを利用する理由17

循環バスを利用しない理由18

タクシー利用頻度19

タクシー利用運賃20

タクシーを利用する理由21

タクシーを利用しない理由22

タクシー助成事業助成券利用頻度23

公共交通に対する考え方24

公共交通の変化による外出機会変化可能性25

公共交通に対するご意見、自由記述26

アンケート項目⼀覧
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調査結果：住⺠意識調査

総回答1,017人のうち65歳以上は503人（49.7%）
うち、循環バス非利用者は733人（72.1%）、外出に関する最大の不安は「運

転ができなくなる」356人（35.0%）

回答者の属性
年間乗降数地域名順位

183(18.0%)東武動物公園駅周辺
（笠原・中央・宮代・本田）

1

87(8.6%)和⼾駅周辺
（和⼾1丁目から5丁目）

2

81(7.1%)道仏3

72(18.0%)姫宮駅東⼝
（川端1丁目から4丁目）

4

66(6.5%)宮代台・国納北5

66(6.5%)百間
（1丁目から6丁目）

6

49(4.8%)須賀
（須賀上・須賀下・須賀島）

7

回答者居住地
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調査結果：住⺠意識調査

日常の外出状況と移動手段については、自家用車が主流。全目的で「自動車
（自ら運転）」が最多。買い物578件・通院430件・趣味482件。循環バスの利

用は自家用車の10分の1以下。買い物34件・通院47件・趣味23件。

通院買い物趣味通勤

164126221213

鉄道利用

買物

229

通院

69

家族送迎 シニアカー
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調査結果：住⺠意識調査

外出に感じる不安や困りごとに関しては、301人（29.6%）が「特に不安な
し」と答えている⼀方、何らかの不安を感じている住⺠は70％以上の回答が

あった。自家用車以外の公共交通に対して、不便さを感じていることが多い。

困り事地区

スーパー閉店後、買い物に関する移
動に困難さを感じている

中島・百間地区

バス停が遠く、雨天時の外出のしに
くさがある

東・藤曽根地区

バスの本数が少なく、通院に不便さ
がある

⻄原・山崎地区

高齢者の免許返納後の移動手段に不
安が多い
循環バスの路線もあるが代替手段と
して捉えられていない

宮代台地区

地区別の不安傾向（抜粋・記述回答より）
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調査結果：住⺠意識調査

循環バスの利用実態について、70歳以上の利用率27.4%は、他の年代
（10~15%台）の約2倍で、循環バスの中核ユーザーである。⼀方で、利用し
たことが無い733人（72.1%）、知らなかった15人（1.5%）潜在需要の掘り起

こしも課題。通院目的での利用が最多で47人（23.6%）

回答数目的

6件（3.0%）通勤・通学

40件（20.1%）買い物

47件（23.6%）通院

34件（17.1%）趣味・レジャー

9件（4.5%）習い事・スポーツ

循環バスの利用目的(利用者199人中)

１４



調査結果：住⺠意識調査

循環バスを利用しない理由は、「運行本数が少ない」172件「目的地への移動
が不便」142件「バス停が遠い」141件が上位3つ。⼀方で、利用者傾向では免
許非取得者・返納済者の利用があり（30~48%）ターゲット層が明確である。
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調査結果：主要施設利用者調査

ヒアリングデータでは、70代が全体の434人（55%）高齢者の移動支援、交通
課題への対応が最優先事項

件数と傾向施設名

131件、50ー60代36％宮代町役場

113件、50−60代36％医療センター六
花

169件、70代37％、80代27％ピアシティ

150件、70代が57％で施設比
較では最大割合

ぐるる宮代

224件、70代が38％、80代が
17％

東武動物公園駅

ヒアリング施設別の傾向
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調査結果：主要施設利用者調査

利用交通手段に関しては、自家用車利用が最も多く、宮代町役場では、8割以
上が自家用車での来訪であった。また、移動に関する不便さに関しても、バ

ス・タクシーへの課題が⼀定数聞かれた。

件数と傾向施設名

自家用車81％、最も車依存で
の来訪が多かった

宮代町役場

車が53％、家族送迎が12％
利用者の状況から自力通院が
困難な利用者もあった

医療センター六
花

自転車37％で近隣からの来訪
が多い

ピアシティ

自家用車が65％、バス停はあ
るが、時間が合わないなどの
理由で選ばれていないケース
もあった

ぐるる宮代

徒歩31％、自転車15%、乗り
継ぎは少なく、鉄道利用で完
結させることが大多数である

東武動物公園駅

ヒアリング施設別の傾向
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